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授 業 実 践

１．はじめに

新課程の共通科目「情報�」の「（２）コミュニ
ケーションとコンテンツ」では，文字，音声，静

止画，動画などを組み合わせてコンテンツを制作

することが含まれている。令和５年発行の教科書

「情報�」（実教出版）では，Webページ内で動
画に字幕を重ねるコンテンツの作成が掲載されて

いる。これに近い内容を旧課程の専門科目「情報

の表現と管理」において授業実践を行った。本稿

では，その授業実践について報告し，「情報�」
を想定した授業展開を検討する。

２．勤務校の教育課程

勤務校では，旧課程での教育課程が開始された

当初は３学年で「情報の科学」を履修していた。

教育課程を見直し，２０１８年度入学生から「情報の

科学」を１学年で履修することになった。あわせ

て全学年について教育課程を検討したところ，３

学年の文系選択者に対して専門教科情報科の「情

報の表現と管理」を選択科目として開講すること

になった。本稿での実践は「情報の表現と管理」

での内容になる。

なお，本稿には直接関係しないが，２０２２年度に

開始された新教育課程では，１学年で「情報�」
を全員が履修し，３学年で「情報�」を文系選択
者も理系選択者も選択科目として選択できるよう

になっている。

３．学習指導要領における扱い

旧課程の専門科目「情報の表現と管理」では，

「（１）情報の表現」の中で「情報を表現するために

用いる文字，図形，音，静止画及び動画の特性や

役割について理解させる」ことになっている。ま

た，情報の表現技法として「文字，図形，静止画

などを組み合わせた分かりやすい文書を作成する

ことができるようにする」ことになっている。

新課程においては，「情報�」において「（２）コ
ミュニケーションとコンテンツ」の中で，「イア
目的や状況に応じて，コミュニケーションの形態

を考え，文字，音声，静止画，動画などを選択し，

組合せを考えること」，「アイ文字，音声，静止画，
動画などを組み合わせたコンテンツを制作する技

能を身に付けること」になっている。学習指導要

領解説において，グループで協働してWebサイ

トなどを制作する活動などが例示されている。

４．動画と文字の重ね合わせ

これらの内容を比較し，「情報の表現と管理」

の内容を検討したところ，表現するメディアとし

てWebページで動画と文字を組み合わせたコン

テンツの制作を行うことにした。

動画を編集するときに，文字を動画に重ねるこ

とはできる。しかし，動画を編集するときに文字

を入れた場合には，動画を再生するときには文字

の表示を切り替えることはできない。

HTML上で文字を重ねる方法には，WebVTTに

より字幕を入れる方法，HTMLのcanvas要素上で

動画に文字を重ねる方法を検討した。WebVTT

では，文字の表示位置や文字の色などを設定する

ことができない。その一方で，canvas要素を用

いた場合にはこれらのことが可能である。このこ

動画の字幕作成を行う授業実践と
「情報�」での展開の検討
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時数 内容

１・２時限
授業の目標，成果物を確認する
動画の撮影・編集技法を理解する

３～６時限 動画を編集する

７～１０時限 字幕を編集する

１１・１２時限 発表，相互評価を行う

※ 動画の撮影は生徒の表現したいものを作成できるよ

うに，宿題として授業外で撮影させた。

とから，canvas要素を用いて字幕を表示する方法

を採ることにした。

５．授業実践

１学年に開設した「情報の科学」の「問題解決

と処理手順の自動化」を学習する際に，プログラ

ミング言語はPythonを用いた。この理由は，年度

によってPythonを用いて自然言語処理を行った

り，APIを用いて音声出力を行ったりしてアルゴ

リズムを考えさせるだけではなく，さらに発展的

な学習も取り入れたいと考えたためである。この

ため，生徒はJavaScriptを学習する機会がなかっ

た。それにより，JavaScriptをアレンジしてコン

テンツの表示方法を生徒自身で変更することはで

きていない。このような状況であり「情報の表現

と管理」における授業であることから，プログラ

ミングには重点を置かず，コンテンツの作成に重

点を置いて次のような検討をして授業を実施した。

【単元目標】

動画に文字を重ねることにより，複数の対象に

対して動画コンテンツを効果的に伝えることがで

きる。

【単元計画】

【成果物の制作】

動画は，生徒所有のスマートフォン等で撮影さ

せた。編集については，コンピュータ室の生徒用

コンピュータにインストールされた動画編集ソフ

トウェアで行うことで検討していた。しかし，授

業を開始したところ，生徒から動画編集に普段か

ら利用しているアプリがあり，スマートフォンで

編集したいとの申し出があった。それぞれの特徴

を考え，生徒に選択させるようにした。

字幕については，教科書執筆時に作成した

HTMLファイル（図３）を授業開始時に配布し，

それを修正することにより作成させた。生徒は

JavaScriptを学んだ経験はないが，１学年で

Pythonを学習していたことにより，テキストフ

ァイルの修正には抵抗感を感じることなくスムー

スに取り組むことができた。ここで生徒が行った

主な修正は，次のとおりである。

・HTMLに埋め込む動画ファイルの指定

・動画のフレームの大きさに合わせたcanvas要

素の大きさの修正

・字幕の表示位置，配色，表示文字の指定（図４）

動画と字幕を重ね合わせた成果物が完成した後

に，動画作成を振り返るワークシートを記入させ

て提出させた。

【評価の観点】

・動画の撮影や編集は，見る人を意識して行われ

ているか

・字幕は対象となる人を想定して，適切に付けら

れているか

図２ 生徒が制作した字幕付き動画

図１ 授業のようす
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<input type="button" class="btn" id="mode" value="012" onClick="mode()" /> 

<script> 

    function show() { 

        ctx.drawImage(v, 0, 0, 3840, 2160, 0, 0, 1067, 600); 

        now = v.currentTime; 

        for (var i = 0; i < tx.length; i++) { 

            var mode = tx[i][0]; 

            var start = tx[i][1]; 

            // ''')!3�,�-4tx[i][2]~tx[i][8] 567�% 

            if (start <= now && now <= end && mode == currentMode) { 

                ctx.fillStyle = col; 

                ctx.strokeStyle = col2; 

                ctx.font = size + "px sans-serif"; 

                ctx.strokeText(txt, x, y); 

                ctx.fillText(txt, x, y); 

            } 

    } 

    function mode() { 

        currentMode = (currentMode + 1) % modeLetter.length; 

        document.getElementById("mode").value = modeLetter[currentMode]; 

    } 

</script> 

var tx = [ 

// ���  ��   ��  	
�  y
� �
�    ���      ����     ���� 

     [0,   3.0,  5.0,   400,  550,   60, "#ffffff", "#000000", "����"], 

     [0,   7.0,  9.0,   400,  550,   60, "#ffffff", "#000000", "����"], 

     [0,  12.0, 13.99, 300,  550,   60, "#ffffff", "#000000", "� !"#$%&"], 

//''''''''''''''( )!*+�,�-"./( ''''''''''''' 

【生徒が制作したコンテンツ】

・テレビやアニメのシーンをやってみた

・自分のペットや地元の紹介

・複数の経路を通る速さ・安全性の比較

・交通安全の呼びかけを行った様子

・お菓子などの作り方の説明

【字幕の切り替え】

・日本語と外国語（翻訳サイト利用）

・話している言葉と心情

・話している言葉と状況説明

・カメラ側の視点と被写体側の視点

・ストーリーと撮影場所

図３ 字幕を切り替えられるようにするプログラムの一部（HTML＋JavaScript）

図４ 生徒が修正した字幕のデータ
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【コンテンツ制作の効果】

本授業では，動画の撮影，動画の編集，字幕デ

ータの編集を行うことにより，生徒にとって次の

ような効果があったと考えられる。

・動画の素材の企画を考えることができた

・動画の撮影や編集に工夫をすることができた

・字幕を切り替えられることで，情報を伝える相

手を想定したり，視点を変えたりして，動画の

制作を多面的に行うことができた

・字幕の位置，文字色，フォントなどを工夫して，

字幕の編集を情報デザインとして行うことがで

きた

６．「情報�」で実践を行うにあたって

「情報�」において，本稿での実践は「（２）コミ
ュニケーションとコンテンツ」の内容にあたる。

学習指導要領解説では「グループで協働してWeb

サイトなどを制作する活動を取り上げ，多様なコ

ミュニケーションの形態と様々なメディアとの組

合せを扱うことが考えられる」と例示されている。

本実践では，動画の企画，撮影，編集，字幕の

作成を一人ずつ行っていたが，グループで行うこ

とが求められている。企画・設計段階ではグルー

プで検討を行い，Webページの設計をワイヤーフ

レームにまとめ，動画のイメージを絵コンテにま

とめる。その後，グループ内で分担を決め，動画

の撮影，編集を行う人，Webページに字幕を付け

る人と分けることができる。

さらに，「（５）情報と情報技術を活用した問題の

発見・解決の探究」では，「この科目のまとめとし

て位置付け，生徒の興味・関心や学校の実態に応

じて，コンピュータや情報システムの基本的な仕

組みと活用，コミュニケーションのための情報技

術の活用，（中略）の中から一つ又は複数の項目に

関わる課題を設定して問題の発見・解決に取り組

ませるものとする」こととしている。本稿の実践

では，動画と字幕の組合せを考えて生徒に制作さ

せたが，さらにWebページの内容やデザインにつ

いてHTMLファイルとCSSファイルとを分けて，

Webデザインに取り組むことができるようにし

たり，JavaScriptを別のファイルに分けて字幕の

表示方法をアレンジしたりすることで，情報の表

現をさらに豊かにすることができる。また，Web

ページにコメント入力欄を作り，入力されたコメ

ントをデータベースに登録できるようにすれば，

「（４）情報システムとプログラミング」の内容にも

関連付けて学習することができる。

「情報�」では，（１）～（４）のそれぞれの内容に
ついて学習することは重要である。それだけで

は，「情報�」の目標として示されている「情報
と情報技術を適切かつ効果的，『創造的』に活用」

することや，「情報社会に主体的に参画し，『その

発展に寄与する』ための資質・能力」を育成する

ためには十分でない。これらのことが育成できる

ようにするためには「（５）情報と情報技術を活用

した問題発見・解決の探究」に十分時間を充てる

ことが必要だと考える。それにより，生徒が様々

な視点をもって問題を発見し，それを解決するた

めに工夫して情報や情報技術を活用する機会を設

けることは重要であると考える。

７．おわりに

「情報�」の開設を予定している高校は全国で
５０２校であり，地域差が大きいとの調査結果が朝

日新聞に掲載された。教員の確保などの問題はあ

るが，「情報�」の果たす役割は大きく，地域の
課題を解決できる可能性を持った科目である。

「情報�」の履修が大人の事情によりできないこ
とは，未来を担う高校生にとって不利益である。

情報科の教員を充分に確保するとともに，研修

の機会を設け，多くの実践事例が紹介されること

で，「情報�」の開設が増えることを願っている。
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